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【手続補正書】
【提出日】平成27年5月22日(2015.5.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ

　　　［Ｋｔ］ｚ＋　ｚ［ＢＨ（ＣＮ）３］－　　　Ｉ

式中、［Ｋｔ］ｚ＋は、無機あるいは有機カチオンを表し、およびｚは、１、２、３ある
いは４であり、ここでヒドリド－トリシアノ－ホウ酸ナトリウム、ヒドリド－トリシアノ
－ホウ酸カリウム、ヒドリド－トリシアノ－ホウ酸銀およびヒドリド－トリシアノ－ホウ
酸［（フェニル）３Ｐ－Ｎ＝Ｎ－Ｐ（フェニル）３］は除外される
で表される化合物。
【請求項２】
　［Ｋｔ］ｚ＋が、ヨードニウム、トリチリウム、スルホニウム、オキソニウム、アンモ
ニウム、ホスホニウム、ウロニウム、チオウロニウム、グアニジニウムカチオンまたは複
素環式カチオンを含む群から選択される有機カチオンであることを特徴とする、請求項１
に記載の化合物。
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【請求項３】
　［Ｋｔ］ｚ＋が、Ｈ＋、ＮＯ＋、Ｌｉ＋、Ｍｇ２＋、Ｃｕ＋、Ｃｕ２＋、Ｚｎ２＋、Ｃ
ａ２＋、Ｙ＋３、Ｙｂ＋３、Ｌａ＋３、Ｓｃ＋３、Ｃｅ＋３、Ｎｄ＋３、Ｔｂ＋３、Ｓｍ
＋３または希土類、遷移金属または貴金属、例えばロジウム、ルテニウム、イリジウム、
パラジウム、白金、オスミウム、コバルト、ニッケル、鉄、クロム、モリブデン、タング
ステン、バナジウム、チタン、ジルコニウム、ハフニウム、トリウム、ウラン、金などを
含む錯体（配位子含有）金属カチオンの群から選択される無機カチオン、
または、以下の群から選択される有機カチオン：
トリチリウムカチオン、ここでフェニル基が１～２０個のＣ原子を有する直鎖状または分
枝状アルキル基、２～２０個のＣ原子および１つまたは２つ以上の二重結合を有する直鎖
状または分枝状アルケニル、あるいは２～２０個のＣ原子および１つまたは２つ以上の三
重結合を有する直鎖状または分枝状アルキニルにより置換されていてもよい、
式（１）で表されるオキソニウムカチオンまたは式（２）で表されるスルホニウムカチオ
ン

　　　［（Ｒｏ）３Ｏ］＋　　　（１）
　　　［（Ｒｏ）３Ｓ］＋　　　（２）、

式中、Ｒｏはそれぞれ互いに独立して、１～８個のＣ原子を有する直鎖状または分枝状ア
ルキル基および、非置換フェニルまたはＲ１＊、ＯＲ’、Ｎ（Ｒ’）２、ＣＮまたはハロ
ゲンで置換されたフェニルであり、式（２）で表されるスルホニウムカチオンの場合は、
さらに、それぞれ独立して（Ｒ’’’）２Ｎを示し、およびＲ’はそれぞれ互いに独立し
てＨ、非フッ素化、部分的にフッ素化またはパーフッ素化直鎖状または分枝状のＣ１～Ｃ

１８アルキル、飽和Ｃ３～Ｃ７シクロアルキル、非置換または置換フェニルであり、Ｒ１

＊は互いに独立して、非フッ素化、部分的にフッ素化、またはパーフッ素化直鎖状または
分枝状Ｃ１～Ｃ１８アルキル、飽和Ｃ３～Ｃ７シクロアルキル、非置換または置換フェニ
ルであり、およびＲ’’’は互いに独立して直鎖状または分枝状Ｃ１～Ｃ６アルキルであ
る；
式（３）に適合する、アンモニウムカチオン

　　　［ＮＲ４］＋　　　（３）、

式中、
Ｒは、それぞれの場合において互いに独立して、
Ｈ、ＯＲ’、ＮＲ’２、但し式（３）中の最大１つの置換基Ｒは、ＯＲ’またはＮＲ’２

である、
１～２０個のＣ原子を有する直鎖状または分枝状アルキル、
２～２０個のＣ原子および１つまたは２つ以上の二重結合を有する直鎖状または分枝状ア
ルケニル、
２～２０個のＣ原子および１つまたは２つ以上の三重結合を有する直鎖状または分枝状ア
ルキニル、
３～７個のＣ原子を有する飽和、部分的にまたは完全に不飽和のシクロアルキル、これは
１～６個のＣ原子を有する直鎖状または分枝状アルキル基によって置換されていてもよい
、
を示し、
ここで１つまたは２つのＲは、ハロゲンによって完全に置換されていてもよく、および１
つまたは２つ以上の置換基Ｒは、ハロゲンにより、および／または－ＯＨ、－ＯＲ’、－
ＣＮ、－Ｎ（Ｒ’）２、－Ｃ（Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ’、－Ｃ（Ｏ）Ｒ’、－Ｃ（Ｏ
）Ｎ（Ｒ’）２、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ’）２、－Ｃ（Ｏ）Ｘ、－ＳＯ２ＯＨ、－ＳＯ２Ｘ、－
ＮＯ２、－ＳＲ’、－Ｓ（Ｏ）Ｒ’、－ＳＯ２Ｒ’によって部分的に置換されていてもよ
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く、かつここでα位にはないＲ中の１個または２個の隣接していない炭素原子は、－Ｏ－
、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－ＳＯ２－、－ＳＯ２Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、
－Ｎ＋（Ｒ’）２－、－Ｐ（Ｏ）Ｒ’Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ’－、－ＳＯ２ＮＲ’－、－
ＯＰ（Ｏ）Ｒ’Ｏ－、－Ｐ（Ｏ）（Ｎ（Ｒ’）２）ＮＲ’－、－Ｐ（Ｒ’）２＝Ｎ－また
は－Ｐ（Ｏ）Ｒ’－の群から選択された原子および／または原子団によって置き換えられ
ていてもよく、ここでＲ’は、各々独立してＨ、非フッ素化、部分的にフッ素化、または
パーフッ素化直鎖状または分枝状Ｃ１～Ｃ１８アルキル、飽和Ｃ３～Ｃ７シクロアルキル
、非置換または置換フェニルであり、およびＸは、各々独立してハロゲンである；
式（４）に適合する、ホスホニウムカチオン

　　　［Ｐ（Ｒ２）４］＋　　　（４）、

式中、
Ｒ２は、各場合において互いに独立して、
Ｈ、ＯＲ’またはＮ（Ｒ’）２、
１～２０個のＣ原子を有する直鎖状または分枝状アルキル、
２～２０個のＣ原子および１つまたは２つ以上の二重結合を有する直鎖状または分枝状ア
ルケニル、
２～２０個のＣ原子および１つまたは２つ以上の三重結合を有する直鎖状または分枝状ア
ルキニル、
３～７個のＣ原子を有する、飽和の、部分的にまたは完全に不飽和のシクロアルキル、こ
れは１～６個のＣ原子を有する直鎖状または分枝状アルキル基によって置換されていても
よい、
を示し、
ここで１つまたは２つのＲ２は、ハロゲンによって完全に置換されてもよく、および１つ
または２つ以上の置換基Ｒ２は、ハロゲンにより、および／または－ＯＨ、－ＯＲ’、－
ＣＮ、－Ｎ（Ｒ’）２、－Ｃ（Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ’、－Ｃ（Ｏ）Ｒ’、－Ｃ（Ｏ
）Ｎ（Ｒ’）２、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ’）２、－Ｃ（Ｏ）Ｘ、－ＳＯ２ＯＨ、－ＳＯ２Ｘ、－
ＮＯ２、－ＳＲ’、－Ｓ（Ｏ）Ｒ’、－ＳＯ２Ｒ’によって部分的に置換されていてもよ
く、かつここでα位にはないＲ２中の１個または２個の隣接していない炭素原子は、－Ｏ
－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－ＳＯ２－、－ＳＯ２Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－
、－Ｎ＋（Ｒ’）２－、－Ｐ（Ｏ）Ｒ’Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ’－、－ＳＯ２ＮＲ’－、
－ＯＰ（Ｏ）Ｒ’Ｏ－、－Ｐ（Ｏ）（Ｎ（Ｒ’）２）ＮＲ’－、－Ｐ（Ｒ’）２＝Ｎ－ま
たは－Ｐ（Ｏ）Ｒ’－の群から選択された原子および／または原子団によって置き換えら
れていてもよく、ここでＲ’は、各々独立してＨ、非フッ素化、部分的にフッ素化、また
はパーフッ素化の直鎖状または分枝状Ｃ１～Ｃ１８アルキル、飽和Ｃ３～Ｃ７シクロアル
キル、非置換または置換フェニルであり、およびＸは、各々独立してハロゲンである；
式（５）に適合する、ウロニウムカチオン

　　　［Ｃ（ＮＲ３Ｒ４）（ＯＲ５）（ＮＲ６Ｒ７）］＋　　　（５）、

式中、
Ｒ３～Ｒ７は、各々、互いに独立して、
Ｈ、ここでＨはＲ５に対しては除外される、
１～２０個のＣ原子を有する直鎖状または分枝状アルキル、
２～２０個のＣ原子および１つまたは２つ以上の二重結合を有する直鎖状または分枝状ア
ルケニル、
２～２０個のＣ原子および１つまたは２つ以上の三重結合を有する直鎖状または分枝状ア
ルキニル、１～６個のＣ原子を有する直鎖状または分枝状アルキル基によって置換されて
いてもよい、３～７個のＣ原子を有する飽和の、部分的にまたは完全に不飽和のシクロア
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ルキル
を示し、
ここで置換基Ｒ３～Ｒ７の１つまたは２つは、ハロゲンによって完全に置換されてもよく
、および置換基Ｒ３～Ｒ７の１つまたは２つ以上は、ハロゲンにより、および／または－
ＯＨ、－ＯＲ’、－Ｎ（Ｒ’）２、－ＣＮ、－Ｃ（Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ’、－Ｃ（
Ｏ）Ｒ’、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ’）２、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ’）２、－Ｃ（Ｏ）Ｘ、－ＳＯ２Ｏ
Ｈ、－ＳＯ２Ｘ、－ＳＲ’、－Ｓ（Ｏ）Ｒ’、－ＳＯ２Ｒ’、－ＮＯ２によって部分的に
置換されていてもよく、かつここでα位にはないＲ３～Ｒ７中の１個または２個の隣接し
ていない炭素原子は、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－ＳＯ２－、－ＳＯ２Ｏ－、－Ｃ
（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｎ＋（Ｒ’）２－、－Ｐ（Ｏ）Ｒ’Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ
’－、－ＳＯ２ＮＲ’－、－ＯＰ（Ｏ）Ｒ’Ｏ－、－Ｐ（Ｏ）（Ｎ（Ｒ’）２）ＮＲ’－
、－Ｐ（Ｒ’）２＝Ｎ－または－Ｐ（Ｏ）Ｒ’－の群から選択された原子および／または
原子団によって置き換えられていてもよく、ここでＲ’は、各々独立してＨ、非フッ素化
、部分的にフッ素化、またはパーフッ素化の直鎖状または分枝状Ｃ１～Ｃ１８アルキル、
飽和Ｃ３～Ｃ７シクロアルキル、非置換または置換フェニルであり、およびＸは、各々独
立してハロゲンである；
式（６）に適合する、チオウロニウムカチオン

　　　［Ｃ（ＮＲ３Ｒ４）（ＳＲ５）（ＮＲ６Ｒ７）］＋　　　（６）、

式中、
Ｒ３～Ｒ７は、各々、互いに独立して、
Ｈ、ここでＨはＲ５に関しては除外される、
１～２０個のＣ原子を有する直鎖状または分枝状アルキル、
２～２０個のＣ原子および１つまたは２つ以上の二重結合を有する直鎖状または分枝状ア
ルケニル、
２～２０個のＣ原子および１つまたは２つ以上の三重結合を有する直鎖状または分枝状ア
ルキニル、
３～７個のＣ原子を有する飽和の、部分的にまたは完全に不飽和のシクロアルキル、これ
は１～６個のＣ原子を有する直鎖状または分枝状アルキル基によって置換されていてもよ
い、
を示し、
ここで置換基Ｒ３～Ｒ７の１つまたは２つは、ハロゲンによって置換されていてもよく、
置換基Ｒ３～Ｒ７の１つまたは２つ以上は、ハロゲンおよび／または－ＯＨ、－ＯＲ’、
－Ｎ（Ｒ’）２、－ＣＮ、－Ｃ（Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ’、－Ｃ（Ｏ）Ｒ’、－Ｃ（
Ｏ）Ｎ（Ｒ’）２、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ’）２、－Ｃ（Ｏ）Ｘ、－ＳＯ２ＯＨ、－ＳＯ２Ｘ、
－ＳＲ’、－Ｓ（Ｏ）Ｒ’、－ＳＯ２Ｒ’、－ＮＯ２によって部分的に置換されていても
よく、かつここでα位にはないＲ３～Ｒ７中の１個または２個の隣接していない炭素原子
は、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－ＳＯ２－、－ＳＯ２Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（
Ｏ）Ｏ－、－Ｎ＋（Ｒ’）２－、－Ｐ（Ｏ）Ｒ’Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ’－、－ＳＯ２Ｎ
Ｒ’－、－ＯＰ（Ｏ）Ｒ’Ｏ－、－Ｐ（Ｏ）（Ｎ（Ｒ’）２）ＮＲ’－、－Ｐ（Ｒ’）２

＝Ｎ－または－Ｐ（Ｏ）Ｒ’－の群から選択された原子および／または原子団によって置
き換えられていてもよく、ここでＲ’は、各々独立してＨ、フッ素化されていない、部分
的にフッ素化された、またはパーフッ素化された直鎖状または分枝状Ｃ１～Ｃ１８アルキ
ル、飽和Ｃ３～Ｃ７シクロアルキル、非置換または置換フェニルであり、およびＸは、各
々独立してハロゲンである；
式（７）に適合する、グアニジニウムカチオン

　　　［Ｃ（ＮＲ８Ｒ９）（ＮＲ１０Ｒ１１）（ＮＲ１２Ｒ１３）］＋　　　（７）、
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式中、
Ｒ８～Ｒ１３は、各々、互いに独立して、
Ｈ、－ＣＮ、Ｎ（Ｒ’）２、－ＯＲ’、
１～２０個のＣ原子を有する直鎖状または分枝状アルキル、
２～２０個のＣ原子および１つまたは２つ以上の二重結合を有する直鎖状または分枝状ア
ルケニル、
２～２０個のＣ原子および１つまたは２つ以上の三重結合を有する直鎖状または分枝状ア
ルキニル、
３～７個のＣ原子を有する飽和の、部分的にまたは完全に不飽和のシクロアルキル、これ
は１～６個のＣ原子を有する直鎖状または分枝状アルキル基によって置換されていてもよ
い、
を示し、
ここで置換基Ｒ８～Ｒ１３の１つまたは２つは、ハロゲンによって完全に置換されていて
もよく、置換基Ｒ８～Ｒ１３の１つまたは２つ以上は、ハロゲン、および／または－ＯＨ
、－ＯＲ’、－Ｎ（Ｒ’）２、－ＣＮ、－Ｃ（Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ’、－Ｃ（Ｏ）
Ｒ’、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ’）２、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ’）２、－Ｃ（Ｏ）Ｘ、－ＳＯ２ＯＨ、
－ＳＯ２Ｘ、－ＳＲ’、－Ｓ（Ｏ）Ｒ’、－ＳＯ２Ｒ’、－ＮＯ２によって部分的に置換
されていてもよく、かつここでα位にはないＲ８～Ｒ１３中の１個または２個の隣接して
いない炭素原子は、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－ＳＯ２－、－ＳＯ２Ｏ－、－Ｃ（
Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｎ＋（Ｒ’）２－、－Ｐ（Ｏ）Ｒ’Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ’
－、－ＳＯ２ＮＲ’－、－ＯＰ（Ｏ）Ｒ’Ｏ－、－Ｐ（Ｏ）（Ｎ（Ｒ’）２）ＮＲ’－、
－Ｐ（Ｒ’）２＝Ｎ－または－Ｐ（Ｏ）Ｒ’－の群から選択された原子および／または原
子団によって置き換えられていてもよく、ここでＲ’は、各々独立してＨ、非フッ素化、
部分的にフッ素化、またはパーフッ素化の直鎖状または分枝状Ｃ１～Ｃ１８アルキル、飽
和Ｃ３～Ｃ７シクロアルキル、非置換または置換フェニルであり、およびＸは、各々独立
してハロゲンである；
式（８）に適合する、複素環式カチオン

　　　［ＨｅｔＮ］ｚ＋　　　（８）、

式中、ＨｅｔＮｚ＋は、以下の群
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【化１】
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【化２】

から選択された複素環式カチオンを示し、式中、置換基
Ｒ１’～Ｒ４’は、各々、互いに独立して、
Ｈ、
１～２０個のＣ原子を有する直鎖状または分枝状アルキル、
２～２０個のＣ原子および１つまたは２つ以上の二重結合を有する直鎖状または分枝状ア
ルケニル、
２～２０個のＣ原子および１つまたは２つ以上の三重結合を有する直鎖状または分枝状ア
ルキニル、１～６個のＣ原子を有する直鎖状または分枝状アルキル基によって置換されて
いてもよい、３～７個のＣ原子を有する飽和の、部分的にまたは完全に不飽和のシクロア
ルキル
飽和の、部分的にまたは完全に不飽和のヘテロアリール、ヘテロアリール－Ｃ１～Ｃ６－
アルキルまたはアリール－Ｃ１～Ｃ６－アルキル
を示し、および、
Ｒ２’はさらに、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、－ＣＮ、－ＯＲ’、－Ｎ（Ｒ’）２、－Ｐ（Ｏ）
（Ｒ’）２、－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ’）２、－Ｐ（Ｏ）（Ｎ（Ｒ’）２）２、－Ｃ（Ｏ）Ｒ’
、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ’、－Ｃ（Ｏ）Ｘ、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ’）２、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ’）２、
－ＳＯ２ＯＨ、－ＳＯ２Ｘ、－ＳＲ’、－Ｓ（Ｏ）Ｒ’、－ＳＯ２Ｒ’および／またはＮ
Ｏ２を示し、ただしＲ１’、Ｒ３’、Ｒ４’がこの場合、互いに独立して、Ｈおよび／ま
たは１～２０個のＣ原子を有する直鎖状または分枝状アルキル、２～２０個のＣ原子およ
び１つまたは２つ以上の二重結合を有するアルケニルであり
ここで置換基Ｒ１’、Ｒ２’、Ｒ３’および／またはＲ４’は、一緒にまた環系を形成し
てもよく、
ここで１～３つの置換基Ｒ１’～Ｒ４’は、ハロゲンによって完全に置換されていてもよ
く、および１つ、２つ以上の置換基Ｒ１’～Ｒ４’は、ハロゲンにより、および／または
－ＯＨ、－ＯＲ’、Ｎ（Ｒ’）２、－ＣＮ、－Ｃ（Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ’、－Ｃ（
Ｏ）Ｒ’、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ’）２、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ’）２、－Ｃ（Ｏ）Ｘ、－ＳＯ２Ｏ
Ｈ、－ＳＯ２Ｘ、－ＳＲ’、－Ｓ（Ｏ）Ｒ’、－ＳＯ２Ｒ’、－ＮＯ２によって部分的に
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置換されていてもよいが、ここでＲ１’およびＲ４’は、ハロゲンによって同時には完全
に置換されていることができず、かつここで置換基Ｒ１’～Ｒ４’において、ヘテロ原子
に結合していない１個または２個の隣接していない炭素原子は、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（
Ｏ）－、－ＳＯ２－、－ＳＯ２Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｎ＋（Ｒ’）２

－、－Ｐ（Ｏ）Ｒ’Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ’－、－ＳＯ２ＮＲ’－、－ＯＰ（Ｏ）Ｒ’Ｏ
－、－Ｐ（Ｏ）（Ｎ（Ｒ’）２）ＮＲ’－、－Ｐ（Ｒ’）２＝Ｎ－または－Ｐ（Ｏ）Ｒ’
－から選択された原子および／または原子団によって置き換えられていてもよく、
ここでＲ’は、各々独立してＨ、フッ素化されていない、部分的にフッ素化された、また
はパーフッ素化された直鎖状または分枝状Ｃ１～Ｃ１８アルキル、飽和Ｃ３～Ｃ７シクロ
アルキル、非置換または置換フェニルであり、およびＸは、各々独立してハロゲンである
、あるいは、
式（９）に適合するヨードニウムカチオン
【化３】

式中、
アリール基Ａｒは、各々互いに独立して、非置換であるかあるいは１～２０個のＣ原子を
有する少なくとも１つの直鎖状または分枝状アルキル基、２～２０個のＣ原子および１つ
または２つ以上の二重結合を有する直鎖状または分枝状アルケニル基、２～２０個のＣ原
子および１つまたは２つ以上の三重結合を有する直鎖状または分枝状アルキニル基、Ｒ１

＊、ＮＯ２、ＳＲ’、Ｎ（Ｒ’）２、ＣＮおよび／またはハロゲンで置換された６～３０
個のＣ原子を有するアリールを示し、および
ここでＲ’は、各々独立してＨ、非フッ素化、部分的にフッ素化、またはパーフッ素化の
直鎖状または分枝状Ｃ１～Ｃ１８－アルキル、飽和Ｃ３～Ｃ７－シクロアルキル、非置換
または置換フェニルであり、および、
ここでＲ１＊は、各々独立してフッ素化されていない、部分的にフッ素化された、または
パーフッ素化された直鎖状または分枝状Ｃ１～Ｃ１８アルキル、飽和Ｃ３～Ｃ７シクロア
ルキル、非置換または置換フェニルである、
ならびにハロゲンは、Ｆ、Ｃｌ、ＢｒまたはＩである、
請求項１または２に記載の化合物。
【請求項４】
　請求項１に記載の式Ｉで表される化合物であって、式中［Ｋｔ］Ｚ＋がアルカリ金属カ
チオンであり、およびｚが１を示し、ヒドリド－トリシアノ－ホウ酸ナトリウムおよびヒ
ドリド－トリシアノ－ホウ酸カリウムを含む式Ｉ－１

　　　［Ｍｅ］＋［ＢＨ（ＣＮ）３］－　　　Ｉ－１

で表される化合物を示す、前記化合物の製造方法であって、ステップ１において式ＩＩ

　　　［Ｍｅ１］＋［Ｂ（ＣＮ）４］－　　　ＩＩ

で表される化合物のアルカリ金属［Ｍｅ］との反応を含み、
ここで式ＩＩにおける［Ｍｅ１］＋はアルカリ金属［Ｍｅ］と異なるまたは等しいアルカ
リ金属カチオンを示す、式ＩＩＩ

　　　｛［Ｍｅ］＋｝２［Ｂ（ＣＮ）３］２－　　　ＩＩＩ

式中、［Ｍｅ］＋はアルカリ金属のアルカリ金属カチオンを示す
で表される化合物の形成を生じさせ、およびステップ２において、ステップ１から生じた
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式ＩＩＩで表される化合物の加水分解を含む、前記方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の式Ｉで表される化合物であって、式中［Ｋｔ］ｚ＋がカリウムのカチ
オンであり、およびｚが１を示し、式Ｉ－２

　　　［Ｋ］＋［ＢＨ（ＣＮ）３］－　　　Ｉ－２

で表される化合物を示す、前記化合物の製造方法であって、式ＩＶ

　　　［Ｍｅ２］＋［ＢＨ４］－　　　ＩＶ

式中、［Ｍｅ２］＋はアルカリ金属カチオンを示す
で表される化合物の、｛４ＫＳＣＮ＋Ｋ２［Ｚｎ（ＳＣＮ）４］｝との反応、および少量
の任意の副生成物Ｋ［ＢＨ２（ＣＮ）２］からの精製を含む、前記方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の式Ｉで表される化合物であって、式中［Ｋｔ］ｚ＋はアルカリ金属カ
チオンであり、およびｚは１である前記化合物の製造方法であって、式ＩＩ
　　　［Ｍｅ１］＋［Ｂ（ＣＮ）４］－　　　ＩＩ
で表される化合物の強塩基との反応を含み、ここで式ＩＩにおける［Ｍｅ１］＋はアルカ
リ金属水酸化物、アルカリ金属アミドまたはアルカリ金属アルコラートのアルカリ金属カ
チオンと異なるかまたは等しいアルカリ金属カチオンを示す、前記方法。
【請求項７】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の式Ｉで表される化合物であって、式中［Ｋｔ］ｚ

＋は出発材料において使用されるアルカリ金属カチオン以外のもう１つのカチオンであり
、ｚは１、２、３または４であり、ヒドリド－トリシアノ－ホウ酸ナトリウム、ヒドリド
－トリシアノ－ホウ酸カリウムおよびヒドリド－トリシアノ－ホウ酸銀を含む、塩交換反
応における前記化合物の製造方法であって、式Ｉ－１

［Ｍｅ］＋［ＢＨ（ＣＮ）３］－　　　Ｉ－１

式中、［Ｍｅ］＋はアルカリ金属カチオンである、
で表されるアルカリ金属塩、またはＨ［ＢＨ（ＣＮ）３］が、式Ｖ

ＫｔＡ　　　Ｖ、

式中、
Ｋｔは、式Ｉ－１で表される化合物のアルカリ金属カチオン以外の有機カチオンまたは無
機カチオンまたはＨ＋の意味を有し、および
ＡはＦ-、Ｃｌ-、Ｂｒ-、Ｉ-、ＯＨ－、［ＨＦ２］-、［ＣＮ］-、［ＳＣＮ］-、［Ｒ１

ＣＯＯ］-、［Ｒ１ＯＣ（Ｏ）Ｏ］-、［Ｒ１ＳＯ３］-、［Ｒ２ＣＯＯ］-、［Ｒ２ＳＯ３

］-、［Ｒ１ＯＳＯ３］-、［ＰＦ６］－、［ＢＦ４］-、［ＨＳＯ４］１-、［ＳＯ４］２

-、［ＮＯ３］-、［（Ｒ２）２Ｐ（Ｏ）Ｏ］－、［Ｒ２Ｐ（Ｏ）Ｏ２］２－、［（Ｒ１Ｏ
）２Ｐ（Ｏ）Ｏ］－、［（Ｒ１Ｏ）Ｐ（Ｏ）Ｏ２］２－、［（Ｒ１Ｏ）Ｒ１Ｐ（Ｏ）Ｏ］
、トシラート，１～４個のＣ原子を有する直鎖状または分枝状アルキル基により置換され
ていてもよいマロナート、［ＨＯＣＯ２］-または［ＣＯ３］２-を意味し、但し［ＳＯ４

］ ２-および［ＣＯ３］２-は、式Ｉ－１で表される化合物のアルカリ金属カチオン以外
のもう１つの金属カチオンを有する式Ｉで表される化合物の合成のためだけに使用され、
ここで、Ｒ１は、各々他と独立して１～１２個のＣ原子を有する直鎖状または分枝状アル
キル基であり、および
Ｒ２は、各々互いに独立して１～１２個のＣ原子を有する直鎖状または分枝状のパーフッ
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素化されたアルキル基であり、ここで、電気的中性が塩ＫｔＡで表される式中で考慮され
る、前記方法。
【請求項８】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の少なくとも１つの式Ｉで表される化合物を含む、
電解質配合物。
【請求項９】
　請求項８に記載の電解質配合物を含む、電気化学デバイスおよび／または光電子デバイ
ス。
【請求項１０】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の式Ｉで表される化合物であって、式中［Ｋｔ］ｚ

＋は有機カチオンまたはＨ＋であり、ｚは１、２、３または４である前記化合物の、化学
反応のための媒体としての、触媒としてのおよび／または触媒プロセスにおける媒体とし
ての、伝導性塩としての、電気化学セルに適用するための電解質の成分としての、電気化
学プロセスのための支持電解質の成分としての、界面活性剤としての、相間移動触媒とし
ての、トレーナーとしての、抽出剤としての；帯電防止添加剤としての、可塑剤としての
；伝熱媒体としての、膜材料および繊維材料のための改質剤としての；潤滑剤として、潤
滑剤組成物への添加剤としての、または他の工学的な流体への添加剤としての、油圧油と
してまたは油圧油への添加剤としての使用。
【請求項１１】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の式Ｉで表される化合物であって、式中［Ｋｔ］ｚ

＋が、式（２）、（５）、（６）、（９）、トリチリウム、ピリリウム、１－ベンゾピリ
リウムまたは２－ベンゾピリリウムのカチオンである前記化合物の、カチオン重合開始剤
、光重合開始剤または光酸発生剤としての使用。
【請求項１２】
　式Ｉ－１

　　　［Ｍｅ］＋［ＢＨ（ＣＮ）３］－　　　Ｉ－１

式中、［Ｍｅ］＋は、アルカリ金属のアルカリ金属カチオンである化合物であって、ヒド
リド－トリシアノ－ホウ酸ナトリウムおよびヒドリド－トリシアノ－ホウ酸カリウムを含
む前記化合物の、請求項１～３のいずれか一項に記載の式Ｉで表される化合物であって、
式中［Ｋｔ］Ｚ＋が有機カチオンであり、およびｚが１、２、３または４を示す前記化合
物の合成のための使用。
【請求項１３】
　式ＩＩＩ

　　　｛［Ｍｅ］＋｝２［Ｂ（ＣＮ）３］２－　　　ＩＩＩ

式中、［Ｍｅ］＋はアルカリ金属のアルカリ金属カチオンを示す、で表される化合物。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の式ＩＩＩで表される化合物の製造方法であって、式ＩＩ

　　　［Ｍｅ１］＋［Ｂ（ＣＮ）４］－　　　ＩＩ

式中、［Ｍｅ１］＋はアルカリ金属カチオンを示す、で表される化合物のアルカリ金属［
Ｍｅ１］との反応を含み、ここにおいてアルカリ金属［Ｍｅ１］およびアルカリ金属カチ
オン［Ｍｅ１］＋は同じであるかまたは異なっている、前記方法。
【請求項１５】
　化学物質にＢ（ＣＮ）３基を導入するための、請求項１３に記載の化合物の使用。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　好ましい金属カチオンは、金属カチオン、例えばＬｉ＋、Ｎａ＋、Ｋ＋、Ｒｂ＋、Ｃｓ
＋、またはＭｇ２＋、Ｃｕ＋、Ｃｕ２＋、Ｚｎ２＋、Ｃａ２＋、Ｙ＋３、Ｙｂ＋３、Ｌａ
＋３、Ｓｃ＋３、Ｃｅ＋３、Ｎｄ＋３、Ｔｂ＋３、Ｓｍ＋３など、または希土類、遷移金
属または貴金属、例えばロジウム、ルテニウム、イリジウム、パラジウム、白金、オスミ
ウム、コバルト、ニッケル、鉄、クロム、モリブデン、タングステン、バナジウム、チタ
ン、ジルコニウム、ハフニウム、トリウム、ウラン、金などを含む錯体（配位子含有）金
属カチオンであるが、ここでヒドリド－トリシアノ－ホウ酸ナトリウム、ヒドリド－トリ
シアノ－ホウ酸カリウムまたはヒドリド－トリシアノ－ホウ酸銀は本発明の化合物の範囲
から除外されるが、記載される製造方法には依然として含まれる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　［Ｋｔ］ｚ＋が有機カチオンである場合、有機カチオンは好ましくは、ヨードニウム、
トリチリウム、スルホニウム、オキソニウム、アンモニウム、ホスホニウム、ウロニウム
、チオウロニウム、グアニジニウムカチオンまたは複素環式カチオンを含む群から選択さ
れる。
　有機カチオンの例はまた、ｚが４を示すことを意味する、４の電荷の程度を有する、ポ
リアンモニウムイオンである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　式Ｉで表される好ましい化合物は、式中
［Ｋｔ］ｚ＋がＨ＋、ＮＯ＋、Ｌｉ＋、Ｍｇ２＋、Ｃｕ＋、Ｃｕ２＋、Ｚｎ２＋、Ｃａ２

＋、Ｙ＋３、Ｙｂ＋３、Ｌａ＋３、Ｓｃ＋３、Ｃｅ＋３、Ｎｄ＋３、Ｔｂ＋３、Ｓｍ＋３

または希土類、遷移金属または貴金属、例えばロジウム、ルテニウム、イリジウム、パラ
ジウム、白金、オスミウム、コバルト、ニッケル、鉄、クロム、モリブデン、タングステ
ン、バナジウム、チタン、ジルコニウム、ハフニウム、トリウム、ウラン、金などを含む
錯体（配位子含有）金属カチオンの群から選択される無機カチオン、
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９８】
　したがって本発明はまた、ヒドリド－トリシアノ－ホウ酸ナトリウム、ヒドリド－トリ
シアノ－ホウ酸カリウムおよびヒドリド－トリシアノ－ホウ酸銀を含む、式中［Ｋｔ］ｚ

＋は出発材料において使用されたアルカリ金属カチオン以外の他のカチオンであり、およ
びｚは１、２、３または４である、請求項１～３のいずれか一項に記載の式Ｉで表される
化合物の塩交換反応における製造方法であって、式Ｉ－１
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［Ｍｅ］＋［ＢＨ（ＣＮ）３］－　　　Ｉ－１

式中、［Ｍｅ］＋はアルカリ金属カチオンである、で表されるアルカリ金属塩、またはＨ
［ＢＨ（ＣＮ）３］、を、式Ｖ

ＫｔＡ　　　Ｖ、

式中、
Ｋｔは式Ｉ－１で表される化合物のアルカリ金属カチオンまたはＨ+以外の、有機カチオ
ンまたは無機カチオンの意味を有し、
ＡはＦ－、Ｃｌ－、Ｂｒ－、Ｉ－、ＯＨ－、［ＨＦ２］－、［ＣＮ］－、［ＳＣＮ］－、
［Ｒ１ＣＯＯ］－、［Ｒ１ＯＣ（Ｏ）Ｏ］－、［Ｒ１ＳＯ３］－、［Ｒ２ＣＯＯ］－、［
Ｒ２ＳＯ３］－、［Ｒ１ＯＳＯ３］－、［ＰＦ６］－、［ＢＦ４］－、［ＨＳＯ４］１－

、［ＳＯ４］２－、［ＮＯ３］－、［（Ｒ２）２Ｐ（Ｏ）Ｏ］－、［Ｒ２Ｐ（Ｏ）Ｏ２］
２－、［（Ｒ１Ｏ）２Ｐ（Ｏ）Ｏ］－、［（Ｒ１Ｏ）Ｐ（Ｏ）Ｏ２］２－、［（Ｒ１Ｏ）
Ｒ１Ｐ（Ｏ）Ｏ］－、トシル酸塩，マロン酸塩を意味し、これは１～４個のＣ原子を有す
る、直鎖状または分枝状のアルキル基によって置換されていてもよい、［ＨＯＣＯ２］－

または［ＣＯ３］２－を示し、但し［ＳＯ４］２-および［ＣＯ３］２-は、式Ｉ－１で表
される化合物であって、式中Ｒ１がそれぞれ互いに独立して１～１２個のＣ原子を有する
直鎖状または分枝状のアルキル基である前記化合物のアルカリ金属カチオン以外のもう１
つの金属カチオンを有する式Ｉで表される化合物の合成のみに用いられ、および
Ｒ２はそれぞれ互いに独立して１～１２個のＣ原子を有する直鎖状または分枝状のパーフ
ッ素化されたアルキル基であり、およびここで、電気的中性が塩ＫｔＡで表される式中で
考慮される、
で表される化合物と反応させることを特徴とする、前記反応に関する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４０】
　電解質配合物におけるヒドリドトリシアノボラート化合物の典型的なモル濃度は、０．
１～５．５Ｍ、好ましくは０．８～３．５Ｍの範囲にわたる。電解質におけるこのモル濃
度は、［Ｋｔ］ｚ＋が上記のあるいは上に好ましく記載される意味を有する式Ｉで表され
る１種または２種以上の化合物を以って達成され得る。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４２】
　本発明はさらに、上記のまたは好ましく記載される式（Ｉ）で表される少なくとも１種
の化合物を、レドックス活性種、例えば、ヨウ化物／三ヨウ化物、フェロセン誘導体また
はＣｏ（ＩＩ）／Ｃｏ（ＩＩＩ）錯体対、例えばＣｏ（ＩＩ）／Ｃｏ（ＩＩＩ）（ｄｂｂ
ｉｐ）２、ここでｄｂｂｉｐは２，６－ビス（１’－ブチルベンゾイミダゾール－２’－
イル）ピリジンを意味する、Ｃｏ（ＩＩ）／Ｃｏ（ＩＩＩ）（ｂｐｙ）３、ここでｂｐｙ
はビピリジンまたはそのアルキル化ビピリジン誘導体を示す、Ｃｏ（ＩＩ）／Ｃｏ（ＩＩ
Ｉ）（ｄｍｂ）３、ここでｄｍｂは４，４’－ジメチル－２，２’－ビピリジンを示す、
Ｃｏ（ＩＩ）／Ｃｏ（ＩＩＩ）（ｄｔｂ）３、ここでｄｔｂは４，４’－ジ－ｔｅｒｔ－
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ブチル－２，２’－ビピリジンを示す、Ｃｏ（ＩＩ）／Ｃｏ（ＩＩＩ）（ｐｈｅｎ）３、
ここでｐｈｅｎは１，１０－フェナントロリンを示す、好ましくはヨウ素および少なくと
も１種のヨウ素塩のレドックス対と共に含む電解質配合物に関する。
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